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研究成果の概要（和文）：平成23年は全国がん診療連携拠点病院で外来化学療法を受けるがん患者を対象に、実態調査
を行った。回収できた826名のデータから、身体側面では痛みやその他症状の実態、精神・心理側面では不安・うつの
実態、社会側面では就業・同居家族の実態が、それぞれ明らかになった。またQOLの実態も明らかにした。平成24年は
回収データの統計分析を行い、QOLと各問題との関連に基づいてケアの方向性を考察した。平成25年は具体的なケア方
法を探求し、身体症状への看護介入として「症状マネジメントの統合的アプローチ」、不安・うつへの予防的看護介入
として「がん体験の語り」が有用であると考察した。今後の課題は有用性の検証である。

研究成果の概要（英文）：In 2011, a fact-finding survey was carried out targeting cancer patients undergoin
g outpatient chemotherapy at cancer medicine cooperation base hospitals around the country. Data collected
 from 826 persons was used to determine the status of pain and other symptoms in terms of physical aspects
, the status of worry and depression in terms of mental aspects, and the status of employment and cohabiti
ng family members in terms of social aspects. The quality of life was also determined. In 2012, the collec
ted data was analyzed and the direction of care was considered, based on the relationships between the qua
lity of life and the various issues. In 2013, specific care methods were sought, and The Integrated Approa
ch to Symptom Management for nursing intervention in physical symptoms and Narrative Approach about cancer
 experiences for preventive nursing intervention for worry and depression were considered to be effective.
 The next issue is to verify their effectiveness.
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１．研究開始当初の背景 
（1）がん医療のめざましい進歩によりがん
患者の生存率は年々上昇しており、今や長期
がん生存者の増加に伴い多くのがんは慢性
疾患に位置づけられている。しかしそれは一
方で、“がんを抱えながらどう生きていくか” 
の新たな課題との直面でもある。 
 
（2）がんサバイバーシップに関連する国外
の研究については、「欧米では 20 世紀の新し
い流れであるポジティブ心理学の影響を受
け、がんを体験してもなお意味を見出し、サ
バイバーが積極的に生きる視点で、コーピン
グ研究から意味研究へとすでに進展してい
る」と紹介されている。またその意味研究に
おいては、「がんによって生じる身体症状や
機能障害への対応は、がん患者が体験の意味
を見出す上で重要」であり、また「がん患者
の意味には疲労や身体状況が影響する」とさ
れている。 
 
（3）一方国内では、特定の部位や入院患者
のがん看護の研究については多く見受けら
れる。がん患者の QOL に関する研究では、轡
田らが乳がん体験者のサポートグループ参
加と QOL との関連を述べており、高橋らがが
ん体験者に対する自助グループによる自尊
感情・受容サポートと QOL との関連を述べて
いる。また、皆川らは、肺がん体験者の QOL
に影響する生活上の障害として痛みや身体
症状を指摘している。がん患者の心理的適応
に焦点を当てた研究では、荒井が、壮年期に
がんの体験をもつ高齢者ががんの体験を受
けとめる３段階を紹介し、藤田ががん体験者
がストレスと折り合いをつける力の特徴を
述べている。しかし、がんサバイバーシップ
の概念である“がんを抱えながらその人らし
くどう生きていくか”に焦点をあてた研究は
まだほとんど見受けられない。 
 
２．研究の目的 
外来化学療法を受けて生活するがん患者

の生活上の問題を明らかにし、実態に基づい
てサバイバーシップを支援する看護モデル
を開発することである。 
 
３．研究の方法 
（1）平成 23年度 
全国がん診療連携拠点病院で外来化学療

法を受ける壮年期がん患者を対象に質問紙
実態調査を行った。がんサバイバーの抱える
問題を「身体的側面」「精神・心理的側面」「社
会的側面」の 3側面で構成し、各側面の問題
はがんサバイバーの全ての時期にみられる
問題として既に指摘される問題を取り上げ、
慢性期における実態調査とした。身体側面で
は「痛み」「その他身体症状」および、これ
らが影響する「生活基本動作」の自立状況を、
自作自記質問紙を用い選択回答で問うた。精
神・心理的側面では苦痛および不安や恐怖に

よって引き起こされやすい「不安」や「抑う
つ」の実態を、調査票 HADS（Hospital Anxiety 
and Depression Scale)を用いて調べた。社
会的側面では経済的問題との関連から就業
状況を、社会的孤立との関連から同居家族の
状況を、自作自記質問紙を用い選択回答で問
うた。またこれらの問題の影響を受けている
QOL（生活の質）を、調査票 QOL-ACD （Quality 
of Life Questionnaire for Cancer Patients 
Treated with Anticancer Drugs）を用いて
調べた。 
 

（2）平成 24年度 
回収データの統計分析を行い、QOL と各問

題との関連に基づいてケアの方向性を考察
した。 
 

（3）平成 25年度 
具体的なケア方法を演繹的に探求した。 

 
４．研究成果 
(1） 実態調査 

①対象者の背景 
全国 388 施設に配布し、835 名（回収率

21.5％）から回答が得られ、選定条件に合っ
た 826 名分を分析対象とした。性別は、男
42.7％、女 56.5％であった。年代は、30 歳
代 66 名（8.0％）、40 歳代 174 名（21.1％）、
50 歳代 392 名（47.5％）、60 歳代 181 名
（21.9％）であった。 
②身体的側面 
痛みは「ある」と「時々ある」の合計で、

皮膚・筋肉痛 35.6％、骨・関節痛 28.7％、
胃・腸などの内臓痛 26.4％、頭痛 25.9％、
神経痛 10.9％、血管痛 8.7％に存在した。身
体症状についても「ある」と「時々ある」の
合計で、体力低下66.3％、全身倦怠感64.7％、
便秘 46.1％、食欲低下 42.7％、末梢神経麻
痺 43.2％、吐気・嘔吐 33.5％、浮腫・腹水
13.7％、呼吸困難感 11.7％に存在した。生活
基本動作は、活動・移動、清潔・整容、食事、
睡眠、着替え、排泄、会話において 95.0～
99.0％が自立し、買い物と掃除・洗濯におい
ては 86.9～89.0％が自立していた。介助別か
らみると、全面介助は掃除・洗濯 3.2％、買
い物2.8％であり、一部介助は買い物8.2％、
掃除・洗濯 4.1％、活動・移動 3.8％、清潔・
整容 1.6％、食事 1.0％であった。 
③精神・心理的側面 
不安 20.2％、抑うつ 13.2％に存在した。 

④社会的側面 
就業では、常勤 41.3％、パート 11.3％、

無職 45.2％であった。同居家族では、配偶者
22.5％、子 5.8％、親 8.2％、その他 2.1％、
独居6.8％、および複数記入54.6％であった。 
 
(2） QOL  

①QOL 総得点 
最小 38～最大 106、平均得点±標準偏差値

（および得点率）は 80.95±13.070（73.6％）



であった。カテゴリ毎の平均得点と標準偏差
値（および得点率）は活動性 25.50±4.749
（85.0％）、身体状況 21.04±3.965（84.2％）、
精神・心理状態 18.92±4.209（75.7％）、社
会性 13.22±4.799（52.9％）であった。 
②痛みと QOL との関連 
皮膚・筋肉痛、骨・関節痛、内臓痛、頭痛、

神経痛はQOL全カテゴリとの間に有意な関連
がみられた。血管痛は社会性カテゴリとの間
に有意な関連がみられた。 
③身体症状と QOL との関連 
体力低下、全身倦怠感、便秘、食欲低下、

吐気・嘔吐、呼吸困難感は QOL 全カテゴリと
の間に有意な関連がみられた。浮腫・腹水は
社会性カテゴリを除く全カテゴリとの間で
有意な関連がみられ、末梢神経麻痺は活動性
カテゴリや精神・心理状態カテゴリおよび社
会性カテゴリとの間で有意な関連がみられ
た。 
④生活基本動作と QOL との関連 
活動・移動、掃除・洗濯、買い物は QOL 全

カテゴリとの間に有意な関連がみられた。清
潔・整容、睡眠、着替え、排泄は、活動性カ
テゴリとの間で有意な関連がみられ、食事、
会話はQOLのどのカテゴリとも関連がみられ
なかった。 
⑤不安および抑うつと QOL との関連 
不安と抑うつはいずれもQOL全カテゴリと

の間に有意な関連がみられた。 
⑥就業と QOL との関連 
就業は QOL活動性カテゴリとの間で関連が

みられた。 
⑦同居家族と QOL との関連 
同居家族はQOL社会性カテゴリとの間で関

連がみられた。 
 
(3） 必要なケアの方向性 

＜問題と QOL の関連性から＞ 
①慢性期がんサバイバーの身体面への支援 
痛みや身体症状の緩和は重要である。また

必要な時に必要な福祉・介護が利用できるよ
う、福祉・介護資源の紹介・調整の必要性が
示唆される。 
②慢性期がんサバイバーの精神・心理面への
支援 
現に不安・抑うつである人へのケアの重要

性はもとより、不安・抑うつへの予防的関わ
りの重要性についても示唆される。 
③慢性期がんサバイバーの社会面への支援 
就業を維持・促進する支援の重要性があり、

そのためには就業状況調整からの支援やサ
バイバーの活動性を促す方向からの支援の
取り組みが示唆される。また、同居家族との
問題や独居および孤立の問題に目を向ける
重要性が示唆されるとともに、サバイバーの
社会性を促す支援の重要性も示唆される。 
＜QOL のカテゴリ比較から＞ 
活動性と身体状況は高く、精神・心理状態

が中間で、社会性は低い。このことから痛み
や身体症状などの身体的問題の存在が恐

怖・不安を増強させて精神・心理状態を低下
させており、さらに身体的問題と精神・心理
的問題が相乗的に社会性を低下させている
ことが示唆される。したがって慢性期のがん
サバイバーを支援するうえで、まずは痛みや
身体症状への対策が重要であると示唆され
る。 

 
(4） 具体的なケア方法 

①身体的苦痛のコントロール支援 
痛みや身体症状への対策として、「IASM(症

状マネジメントのための統合的アプローチ
（Larson. Patricia J））」が有用であると考
えられる。IASM の概念は、「看護師が患者の
症状やマネジメントを理解するために、症状
の定義を共有し、機序とあらわれ方に関する
知識をもつ。看護師が有効なマネジメント方
略を開発するために、患者自身が自らの症状
をマネジメントするために必要な知識・技
術・サポートを提供していく。」としており、
がんサバイバーシップの支援への有用性は
まだ検証されていないが、有用と予測できる。 

②がん体験に意味を見いだす支援： 

精神・心理状態への対策として、「ナラテ
ィブ・アプローチ」が有用であると考えられ
る。ナラティブ・アプローチの概念は、「社
会構成主義の視点を応用したアプローチで、
サバイバーの語る｢物語｣を通して援助を行
う。サバイバーの現実として存在し、サバイ
バーを支配している「物語」をサバイバーと
ともに見いだしていく作業から出発し、サバ
イバーが新たな意味の世界を創り出すこと
により、問題状況から決別できる。」として
おり、がんサバイバーシップの支援への有用
性はまだ検証されていないが、有用と予測で
きる。 
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